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研究成果の概要（和文）：我々は屋外環境に豊富にある360-400 nmの光（バイオレット光、以下VL）に着目し、
VLを浴びたヒヨコの近視進行が抑制され、VLを浴びたヒヨコの目でEGR1が上昇していることを発見した。
また臨床研究において、VLを透過するコンタクトレンズを装用している人の方が、VLを透過しないコンタクトレ
ンズや眼鏡を装用している人よりも眼軸長伸長量が少なかった。さらに現在我々が使用しているLEDや蛍光灯な
どの照明にはVLはほとんど含まれておらず、眼鏡やガラスなどの材質もVLをほとんど通さないことがわかった。
即ち現代社会においてはVLが欠如しており、これが近視の世界的な増大と関係している可能性がある。

研究成果の概要（英文）：We focused on violet light (VL, 360～400 nm wavelength), which is abundant 
in outdoor environments, and carried out research using a chick myopia model. Through that model, 
myopic progression of chicks exposed to VL was suppressed, and early growth response 1 (EGR1) was 
confirmed to be upregulated in chicks exposed to VL. In addition, the research also suggests that 
those wearing contact lenses that transmit VL suppress myopia progression more than those wearing 
contact lenses or glasses that do not transmit VL, suggesting that myopia progresses when wearing 
glasses that do not transmit VL. Furthermore, the LEDs and fluorescent lamps often used today 
contain little VL, and it was found that VL does not pass through materials such as the UV-protected
 eyeglasses and window glass. That is, in modern society there is a lack of VL, which may be related
 to the global increase in myopia.

研究分野： 近視
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１．研究開始当初の背景 
近年世界の近視人口が急増しており、

-0.50D 以下を近視、-5.00D 以下を強度近視と
定義した場合、全世界の近視人口は 2050 年
には全世界人口の 49.8％の 47 億 5800 万人、
失明リスクのある強度近視の人口は 9.8%の 9
億 3800 万人になると報告 1されている。さら
に日本国内でも文部科学省平成 28 年度学校
保健統計調査結果によると裸眼視力 1.0 未満
の割合が小学校・中学校・高校において昭和
54 年以来過去最高を記録したことが発表さ
れた。この近視人口の世界的な急増は近年約
60 年前からの変化であり 2、遺伝因子よりも
環境因子の変化が主因であると考えられて
いる。 
 
２．研究の目的 
 近視と関連する環境因子のうち、これまで
に屋外活動が近視進行を抑制することが複
数の疫学研究や動物実験から指摘されてき
ており、近年近視進行抑制に屋外活動が注目
されている。その屋外活動を構成する因子に
は、運動・遠方視・ビタミン D・光環境など
の因子が考えられており、そのうち何が効い
ているのか、また、そのメカニズムはわかっ
ていなかった。 
そこで本研究の目的は、屋外環境を構成す
る因子のうち、何が近視進行抑制に効いてい
るのかを調べ、またそのメカニズムを追究す
ることである。 
 
３．研究の方法 
 屋外環境因子のうち、屋外環境に豊富にあ
る波長 360-400 nm のバイオレット光に着目
し、大別して下記 3 つの研究を行った。 
 

(1) 動物実験 
実験近視モデルとして確立しているヒヨ

コを用いて、バイオレット光をあてる群とあ
てない群で近視進行程度（屈折値・眼軸長）
を比較・検討し、バイオレット光の近視進行
抑制効果の有無を評価した。近視誘導には、
バイオレット光を透過することを確認した
凹レンズ効果を持つクリアレンズを使用し、
片眼装用を行った。屈折値・眼軸長データか
ら表現型の確認を行うとともに、メカニズム
解明のため、眼球を摘出し、網脈絡膜サンプ
ルを用いて網羅的遺伝子発現解析を行い、タ
ーゲット遺伝子の絞り込みを行い PCR で確
認を行った。 

 
(2) 臨床研究 
屈折矯正に用いるコンタクトレンズのバ

イオレット光の透過率を調査し、バイオレッ
ト光の透過率が高い群と低い群での近視進
行程度を後ろ向きに比較・検討した。 

13～18 歳の学童において、バイオレット光
を透過する（透過率 80％以上）コンタクトレ
ンズを装用している群（116 例 116 眼）と、

バイオレット光透過を抑制した（透過率 80％
未満）コンタクトレンズを装用している群
（31 例 31 眼）の眼軸長伸長量を比較した。 

 
(3) 環境調査 
我々を取り巻く屋内・屋外環境において、

バイオレット光がどの程度存在するのかを
調査した。 
 
 
４．研究成果 

(1) 動物実験 
バイオレット光を浴びたヒヨコの近視進

行が抑制され、バイオレット光を浴びたヒヨ
コの眼で近視進行を抑制する遺伝子として
知られている Early growth response 1 (EGR1 
[ZENK, zif268])が有意に上昇していることが
わかり、バイオレット光が近視進行を抑制す
るメカニズムとして EGR1 が関与している可
能性を明らかにした（図 1）。 

 

 
 
図 1 ヒヨコ実験近視モデルにおけるバイ

オレット光の近視進行抑制効果：バイオレッ
ト光（VL）に暴露されたヒヨコ（VL+）は, 
暴露されていないヒヨコ（VL-）に比べ、

近視誘導の表現型が抑制された。 
 
 
(2) 臨床研究 
13～18 歳の学童において、バイオレット光

を透過する（透過率 80％以上）コンタクトレ
ンズを装用している群（116 例 116 眼）の眼
軸長伸長量は 0.14 mm/年、バイオレット光透
過を抑制した（透過率 80％未満）コンタクト
レンズを装用している群（31 例 31 眼）の眼
軸長伸長量は 0.19 mm/年であり、バイオレッ
ト光を透過するコンタクトレンズを装用し
ている群の方が、有意に眼軸長伸長量が少な
いことがわかった（図 2）。 

 



図 2 異なるバイオレット光透過率のコン
タクトレンズ装用による眼軸長変化量の比
較：バイオレット光（VL）を透過するコンタ
クトレンズを装用している(VL+)学童群は、
透過を抑制した(VL-)学童群に比べて眼軸長

変化量が有意に少なかった。 
 
 
(3) 環境調査 
現在私達が日常的に使用している LED や

蛍光灯などの照明にはバイオレット光はほ
ぼ含まれておらず、眼鏡や硝子などの材質も
UV カットに加えてバイオレット光をほとん
ど通さないことがわかった（図 3）。 

 

図 3 現代社会に欠如しているバイオレッ
ト光：オフィス内、車内、病院内では 360－
400 nm のバイオレット光がほとんどないこ
とがわかる。 

 
 
現代社会における我々を取り巻く環境に

おいて、波長 360－400 nm バイオレット光が
欠如しており、これが近年の近視の世界的な
増大と関係している可能性が考えられた。   
本研究成果は近視発症・進行メカニズムの

解明と新規治療開発を通して、今後の近視人
口増加に歯止めをかける一助になる可能性
があるものと期待され、慶應義塾大学医学部
からプレスリリースされ各種メディアに取
り上げられた。 
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